


l-
0

〃
〆
。

、ノ
】

ゼ

一一

諾 套
悩､
霧

一

一

汐一

菱；l
も 上

軋みｰ

い
省
槙
必
公
。
心
、

掬
可
略
乱
《
あ
う
ＬＩ

》
小
司
令
か
、
侭
弛
⑲
ど
麩
”
し
紮
〆
部
細
Ⅷ
〃

排
，い

’

蝿
．
少
侭
か
砿
凸
か
１
、
蝋
捕
曾
秒
小

搾
密
叩
１
過
剰

紬
今
存
涜
黛
強
″

毒

豹
ｊ
も
い
ぜ
ん
鉱
い
Ｅ
〃
小
叩
蝋
も

鼻
■

釜

11
夕

L

つ

心
砿
異
夕
垂
ゆ
鷺
婚
く

叩応‘
e勘

＝＝閂
し’

く
ふ
ｒ
仏

0

ｒ
１
》
ノ

へ
虹
い
粕
、

湖一

堯
丞
一

孝

柵ロ

、二

二
冬
』

侮
脆
穆１

３
ｌ

磁
脚
紗
ノ
ー
帆
暮
そ
い
も
苧
裁
い
や
彬
峨
伶
机
乙
少

排
う
り
、
１
重
わ
り
》
、
〈

仇
仏
掴
迦
埣

上
壺
毎
句
。
．
、
〃

倫
苫
ふ
か
鳴
雪

ｌ

蝋
八
忽
〉
一

捕

今
獅
辻
ザ
ヘ
く
ぢ
糸
ｌ
諺
ま
う

匙
？
』
』
。
Ⅷ
ｈ

、

夢
妙
樹
舟
？
嘘
か
り
縞
皇
ら
心
か
可
４
ｊ
１
回
・
イ

が 寺L

っI『
Ｕム

褒
覆
鼻
，
錐
瀞
街
昼
タ
ハ
蝉

畷
〃
う
り
駒
ｙ
１
Ｅ
く
り
心
へ
涙

一

陽

一

鳶
▼

〃
象
物
川
の
ｆ
漆
、
占

調
と
と
“
鉱
病
７

１
１
１
１

d!
一

釘一・
=1q

■■■■■■■

可

ル ↓
管
Ｉ
純
金
八

Ｊ
１

ノ

■

や
■
１

■
、
１

堂
３
乃
鋤
鍬
必

々

■
‐
》
△
ロ
由
ロ
日
‐

ｉ
仰
う
脅
剖
風
Ａ
Ｌ
、
道
，
．

＄

０
Ｊ
、４

一
患
久
沁

一

一

Ｐ
心
。 』

人

幟
姉
潟
今
侭

今
八
毛

筐
寺』

且
６

年
二
日
可
▽

ｈ
》

１

－
』
〃
四
三

、
△
〃

、剥
げ

k

４
】
〉
や

盗
む

■
＝

－



ー

‐‐ 唾“－‐
■

１

Ⅱ

■

Ⅱ

！ 『
」

且

」



。

一

一

■

一
あ
参
勤

峰易 ’
桧
狗
↓
姿
砂
一

二
わ
重
さ

基
や
、

小
蝋
》
収
紙
●
紬
、

一
一

一
今
グ
李
樗
ｖ

一
公
両
才
、
、

－毛一

翼遷

市
訓皇
丙一

一

慧雲
f ､fl

ド！
隣墨
垢よ

可
iv1
1

参

篭毒
養

研
1

1

鵬

2j,
急堂
ぬぁ、

葡
夕，

蕊'崎空

蕊伊、 竹

ー

一

’
《
ロ
″
〃
へ
Ｏ
Ｑ
Ｌ

６
二
③
あ
く

〃

〆う恥
父

。
麺
『
令
（
あ
ぴ
○
町
少

聯
、
桑
↑
鈴
州
冷

《
〃
、〆 イ

1

？
昏
怠
〃
量
石
島

セ冒
尭
所
γ
辱
い

吟
、

廷
患
争
や
や

Al岨
〆

一一

く
い
か
い
、
り

１
１＜〃、

撫
凄
”

わ
か
り
奮
勢
懇
も
珍
糺
侈
戎
て
く

毛
ご
称
１
遠
弐
γ
ｌ
も
〃
蝋

勺 略割
’
僻
も

憲
霧
仏
ら
湧
〆
、

』

砂 ０
■
ｑ
■
Ｈ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
●
Ⅱ
３
７
１
９
０

．
↑
沙
八
涜
典
４
１
だ

ミノ

j、

心睦杢
孤
豚
す

少
い 聡 淀

秋
》
帆

紗壷
狸
笛
＄
へ

臺零
約1
霧、

織-.．銘、
泳・冬
論零

､ 入
一
・
一
一

ユ秘
孝
一
雪

価
曜
壽
Ｌ
Ｌ
Ｕ

綴
噌1挺
厨琴

費ふ
み、

ロ

1

，

絃皇ノえ財 』
』

雛
〃〕

＆
｝

一
電

、
ｂ
Ｂ
－ 廷

一

恥
妾
一
ぬ
わ

弧
乎
騒
廊
路
へ
、

と
み
〆
鍵
動
く

ｖ

『

蝋
齢
議
今

峰

、？
！

も

1
3 息、

ｂ
も
卓

手
夕

身
＆

‐

一
一

＜ゾ

奄 一岳

一

P



L

ｰ

一

是
q篭

一
ｍ
”
う
鉦
嫌
殉
ぐ
み
と

ー一

あ
象
詮
可
為
あ
み
謬
愈
零
憾
毎
余
，

醤牟
零敦

甦
垂
小
ｚ
》
二
吟
っ
ぺ
／
勿
柳
か

ｒ
９
側
爆
‐
、
奇
恩

ｒ
芯
狸
墜
後
今
～
次
》
の
う
穫
さ
て
啄
散
刃
嘩
静
ｌ
令
諜
生
恐
乎

り
り
こ

量
謬
ｆ
今
一
令
栽
へ
雰
囎
箒
く
う
“
曾
畝
患
可
蒲
除
〔
冨
異
湊
隠
典
皇

岬 Ｂ
ｖ
Ｂ
■
＄
β
Ｌ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
い
■
■
■
白
日
■
▼
ご
ロ
１
６
４
口
β
■
＆
■
■
■
■
■
■
宇
汀
■
。
。
■
■
■
■
■
■
巳
Ｄ
Ｄ
Ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ロ
ユ
旬
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
１

＞〃

蜘
側

ア
心
窃
狩
八

＃
６
栂
遥
遥

冬
啼
か
易
小
翁
侭
基
ｒ
分
掌

ｋ
斑
ｊ
綿
貫
酵
良
如
凡
灸
秀
父

！梁
↑
払
聖
芋
航

蒙
今
《
斬
抄
、

I

』
1。一



ｰ凸 一一

、

一

-－－ 己 一一 一』－－ 一一＝一
q 一ー



Lロ

二

＝‐‐ ．二一。 －－‘ローーーーーLP－－ － － ‐一



‐一一一一一二＝
一

ｂ

－－

一

L口 〃

日
且
■
■
■
■
■
■
ご
Ｉ
臼
■
■
Ｅ
Ｉ
Ｆ
上
■
■
■
且
■
■
Ｂ
・
ｑ
ｑ
ｄ
■
■
■
０
■
０
８
可
且
回
■
。
■
■
口
１
９
９
０
０
０
■
１
１
０
０

零
も
も
む
ｒ
帥
勺
訊
手
、

賎
溌
１
も

為
１
紗
ゼ
ゲ
ク

毒
も
側
ダ
筋

義
拭
永
門
瑛
賞
二
一
勺
典
這

掌 ｖ
仏
言
も
岨

~〈

術
窃
致
誇
握

芯
易
舟
刈
瓢
二
も
稀

、

〃
蔓

弓
一

ふ
な
〉
蝿
翻
し

小
応
り
４
か
蜘
吠ろ ，

ｌ
Ｌ
Ｆ
Ｉ
卜
‐
，

ゴ

０
１
ｒ
恥
Ｙ
Ｄ
９
９
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
ｄ
ｌ
Ｈ
Ｉ

画
や
、
、
β
夕
■
一

羽

，
《
費
担
ぐ
ｆ
シ
』
《

竿
〆
皇
窒
診
↓
鋼
か
捷

恢
讓
心
鷲
托

乙

炎

ウ
簔

ゆ

ひ

》
塾

Ｊ

僅
八
垂
〆
〆
、
蔀
興
趣
ぐ
恥
辱
吟
可
《

懲
振

息
熟
Ｙ
姥
職
董
え
ず
↓
４
莚
、
謬

描
鈩
幽
烈
溌
的
・
壱
込
撰
￥
念

岨

紫

，畑
望
一
勺
Ａ
激
、
孜
頓
Ｚ
も
＆

畑
ハ

測
切
Ｋ
鋤
、
診
堅
壷
沙
蛙
勿
ｚ
罪
倭
も
八

繩

一
声
必
ｖ
錨
ｖ
ハ
ゾ
＆
の
八
Ｊ

』

よ
班
砿
久

を

ｊ
１
１

１
１
！

1 又
一

辛句I



一一
一一

巳

１
１



り
り
劒

聞
↓
ｔ
↓

負
ノ
ｉ
く
Ｚ
ｙ

〃
亭
毒
ず
う
ム
ー
ー

ソ
－

競

輪
人愉

沙！

入
吟
３
，
雌

、
４
ｙ
ｊ
ｊ
え
＃

Ｉ

↑
《
勺
仏
凡
》
す

秋
く
ゞ

み
鈴
岬
ク
リ

り
ゑ

な’
一

ﾉ良
１
１
１
１

１
Ⅱ
１
’
い
，
‐
，
■
官
‐
．
，
‐
６
Ｆ

‘ iく
~

b

今
１
４
，
で
一

ヂ
９

寺

及
、
』
０

八
画
期
ノ
γ
、
し
ず
盆
露

人
今
冬
矛
叩

》
蠅
伶
ゆ
ヅ
渉
刀
参
篭
小

１
１

列
倉

ノ 「
■
Ｉ
〃
』
》
咀
咽
，

》》
』c

血 少
”
Ｉ
・
《
守
り
冬

尚
ノ
ー
令
允
』

礼
摩
言
旦

I

1･Lh

”

） II
ー



』

脳

I



凸

ノ

ｌ
Ⅲ

a
I 、

１
１

が

＝卓

ｆ
悪
鯵
一
膨
造

泌
戯
印
Ａ
め
Ｊ
俳
仰
ｊ
乃

細
〃
今
急
阿
汽
あ
”
嚢
祠
Ｉ

〆

一
ア

、

卜
、

一

ノ
畑
曄
骸
、 ，

瓜

‐一

p、

藁
約
仏
心
量
雪
患
哨

魚
８
４
－
争
多

永
雲
か

鍾
炉
心
・
島
！

』

一
秒

う
亀

寺

轡



’



司

一
4 ■

｜団

’
″
”
ｖ
〃
４
《
課
、
一
函
砕
心
●
電
畢
露
季

一

〃
や
つ
ふ
ワ
ー
勾
世
ハ
Ｕ
壷
峰
や
郡
、
の
奎
唖
轡
や
苧
雪
勾
啄

､

．
』
匂
龍

ｇ
■
毎
画
■
■
■
■
Ｔ
Ｂ
■
日
ｑ
Ｕ
甦
台
■
■
■
■
■
■
■
８
町

ー

学
溌
典庵

姥
軸
籾
昌

一

一

” I少
屋
・
霞
ハ
《
》
．
』
ず
｝
夢
＆
毎

分
４
侭
愚
恥
葡
ｆ
了
可

錘
縁
⑳
喝
鋤
．
．

ｆ
診
毎
ま

。
＃
必
金
ザ
蝋
、
“
双
乃
、
Ｊ

Ａ
↓
一
旬
Ｙ
Ｌ
へ
妙
．
要

急

～
之
心
か
’
‐

絶
‘
‐
、

〃”

一

Ｏ
８
ｑ
Ｑ孔

、
易
ね
心
一

・
霧
雀

一

3



－－

巳

●

１

．
Ｊ
『
且
■
ｊ
０
各
Ｊ
国
ｑ
■
ｇ

戸
阜
伊

認
灘
一
讓
舗
樹
溌
鱈
．
毒

万
参
ハ
舅
、
鼎
砿
柵
礎
禰
Ｉ
ラ
態
ク
慰
顔
坐
窒
心
一

一

芝

》
旬

無
↑

鱒
一
輔
凱

伊
心
抽

洲
博
協
》
濃
淵
瓢
浄
雷
４
，
〆
ｊ
棒
か
延

爾

糖
；
‐

↓
ａ
侭
，
令

Ⅷ

総
郁
糸
Ｋ
廼
曹
＆
ヶ
峨
鼠

坐し

裳塵
軽曼
絢

、

締
ご

鰡
一季

勾〃

蓄今 ・典

雇も

ち； ､
芦1通、 霧
身卿

呼＄，
瀞

負

で書
一一

一一

i
i

i’

I

I

I
I
i
』

’
8

1

入
島
う
や
＆
；
坤

『
妻
ぞ

勺
丞
疑

呈
倭
払
討
争諺
と

へ

△
霊
１
没
痙
抄
、

鯲
州
湘
荊
鯏
加
州
Ⅳ
刷
り
ど
苫
葺
４
う
ゑ
〃

猟奪
李
毒

ご
せ
も

含
毎
鼻
雪
一
捗
冬
塞
乏
八

一
一

＆
、
心

卜
へ
砂
あ
ず
沙
、

＜ソ

零
一

二
参
踊
り

誉ｊ
ｉ＃

ベ ｆ
ｊ
Ｑ

上
坪
〃
ら

夢
狗

喜 人狐

』八
碁
小
蝿
Ｌ
唾:，

。
０
１
２
１
１
Ｌ
５
０
４
Ｕ
９
６
Ｙ
Ｏ
６
Ｆ
－
０
６

1
《畠

､』 、

一

漁

職

衿
鋤ヨ久

一 fか
１

ゾ
Ｌ
幻
嬬
０
″

ｂ
ｒ
■
▽
■
Ｂ
Ｆ
８
Ｆ
０
二
ｐ
Ｂ
０
ｐ
Ｂ
■

老
母ノ 心

ノ ８
，
Ｏ
Ｆ
Ｇ
■
■
■エ

I一一L 』



L

門
ー－ ー

B

’



一

言
撫
ご
諺
胤
入
噌
も

君Ｖ
４
Ｉ
Ｉ
‐
１
１
１

〆総
称 妙 叉

t，

｝蝿

ら
U，

鼻
そ
の

か
多

毎
＄み
くJ"

麹i

陵
； ‘し

か言

令
泳
竺
矛 熾
倫
③
Ｙ

の
４
依
り
遣
兆

と 恥
４

虹
四
Ｆ
雪
ぐ
、
、
っ
五
や
７
，
忽
、

二

汐
異
り
鼠

I

１
銚
麺
吟
０
３
勘
つ
も

、

，
亀
込
ア
頃
ｊ
句
ｒ
い
い
」
包
尽
嘩
一
》
極

づ

′P

墓参隼

2
世一

谷
峰

＝ゴー一L



－ －－ゴ

旬



－ － 一

詞、
区一一－ _ ■ ■■■■一－－

』
」

■ 』』－－‐一当－1



律

噂

斡
啄
姥

）

河

●

ｊ
多
ｆ
但

ソ
h

1℃

ソk

一←_‐一一一
ｒ
ｌ
Ｌ
■
■
■



ー

-－P

年－

彰
ら
迄

豆
奮
勲
黄
墓
晶
滋

”’可瞭

Yと
掩

叉雪
；隠

葦

とり

海1
J彦

型 一

ふ
い
お

季
鐘
錘
零
と
ぶ
ｖ
《
ア
シ
込
ご
海
逃
叩
輝

零
’
８
９
１
１
０
６
９
●
１
１
０
８
６
皇
Ⅱ
１
１
１

尋
里

：
象
下
灸

－
４
霞
独
り
脚
砕
聯
洲
獺
《
熟
澱

み
暇
ハ
弗
霊
吋
訓
云
濫
診
、
増
＆
ゑ
Ｙ
１
ｋ

里
四
識
露
洲
一
堂
偶
云
彌
３
露
盤
窪
画
竪
側
わ
鐘
爾

△
ロ
ロ
ロ
■
■
■
画
Ｂ
■
■
■
■
寺
■
》
Ｄ
空
毎
凸
一
■
ザ
上
■
■
ロ
■
二
■
■
■
ロ
ロ
日
恒
心
△
■
■
■
■
■
■
。

ｖ
姉
今
ｆ
§
零
Ａ
手
？

4匹

侭
み
ぬ



一 ロﾛ■＝

瀞
紙
恥
騨
災
鮒
溺
繩
螂
一
伽
轡
榊
閥
螂
職
徽
〃
譲
澱
蝿
川

一
一

静
卿
準
職
唾
率
批
仰
呼
蝋
威
棚
隅
走
蔀
勢
脚
“
賊
帆
で
肇
電
胆
踊
、
氏

；

且
’
１
穆
圦
専
患
ぞ
脇
ｒ
聯
陽
ヤ
ー
画
爪
断
患
腿
邑
執
八
雄
べ
乱
窒

鼠
甘
議
徹
ら

画
．
、
、
琳
患
胤
馴
１
，
ｖ
仇
狗
Ｏ
脚
Ｍ
則
電
八
請
側
丞
璽
や
も
ｆ
ど
〉
や
菱

鰄
蝿
ソ
肌
聯
季
岻
竃
瀞
廿
發

祭
鳴
僻
蝿
鼠
蕊
縦

塞

〉
：
、
韓
立
勺
陽
一

鵬
瀞
鼠
筏
緋
唾
粥
祢
側
電
李
診
わ
僻
鮒
靴
眼
晶
３

爽今弓|
！

詮 うｂｆ９』■日日■■■■■■■Ⅱ碑■両■８■５９０

同 ユ
タ
熟

、童 ６
必
比
和
↓
一
汐
吟
９

日
：
１

二
脚
脚
甦
那
糊
Ｔ
〃
卿
く

，
へ
遅
側
岬
に
迄
日
電
４
紅
型

ｐ
《
″

ｊ
傷
櫛
鯏
繩

■
凹
巳
■
■
■
■
Ｅ
■
Ｂ
Ｕ
Ｇ
ｂ
８
Ｂ
Ｈ
Ｂ
Ｏ
●
■
■
。
Ｄ
■
■
■
■
■
ｇ
Ｄ
ｑ
０
０
●
■
■
一
■
■

励
朋
組
〃
ｖ
Ｖ

を
Ｔ
Ｉ
心

ノ

雌
”
〃
胴
ｌ
夢
弘
吋
洲
私
典

卿
紡
錘
叩
收
八
み
鵬
Ｉ
、

、
画
■
，
グ
ー
《
全
わ
ゆ

Ｌ
ｗ
０
§
、

団
叩
ａ
Ｊ
－

1



_ - - 一 一 一■一

一
Ｆ

今
で
也
縮
を
れ



戸

蕊
一
松
砕
身
弧
ご
眉
ハ
戯
側
ｖ
ｆ
ｈ
濟
爪
州

附
卿
恥
叫
欄
川
ｖ
‐

も
脚
八
叩
協
淵
“
眼
瓜

我
洗
う
ふ
澄
む
，
八
や
奥
‐

一

一
ｒ

ら
４
弧
一
恥
４
Ｌ
鼻
碓
Ⅷ
錨
轟
〃
挫
小
抄

鮒
唖
醐
竪
》
窪
剛
奉
侮
Ｗ
櫓
１
１
約
則
蕊
時
髪

蒙
ゞ

畢
酔
”
命
”
疹
塾
》
｜
，
胤

往
電
も
ニ
ヤ

夕

騨
朧
剛
Ｋ
隙
間
Ｍ
哩
隣
離
職
１
皇

耐

一

■

ｑ

ｄ

１

Ⅱ

ｌ

Ⅱ

日

日

４

８

１

１

１

１

１

画

■

■

１

凸

■

■

■

日

Ⅱ

■

■

■

■

■

１

１

１

Ⅱ

１

１

二

■

■

■

■

■

且

■

■

Ⅱ

Ⅱ

０

８

Ｐ

Ⅱ

Ⅱ

，

■

ｌ

Ⅱ

１

８
－

－

１
１
１
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

１
１

厩
拶
啄
ふ
郷
燭
溌
獅
暫
少
参
け
汐
も
愛
・
も
一

橘
釦
唖
踊

一
ム
タ
ハ
サ
’

０
－
０
Ⅱ
■
Ｏ
Ｈ
Ｕ



扮
暴
恥
ｊ
合

手
勺
ウ
ハ
ノ
、

● ＃挙
一や､ミ

ー磯

歩＃1
刀リ
ユ

霧;、

エＺ
〉
ア

二
や
過
肌
洲

人
惨サ

一

今
、
ム
ー

Ｌ
■
■
〃
ロ
■

:7W Ｍ
ｎ
爪
錘
か
も
豚
全
量
窺
遭
鰹
、

ｲ風
三
鐘
念

↓
必
ｖ
生
公

●､

り
み
緋
迅

入
２
＆
、

㈹
応
鼠

匡
起
『

〃
ｊ
へ
鱈
岬

ｊ
Ｌ↑

ど
も
ｔ
八

IIP
P

｜ ’
入 １

０
０

も
＝

琴
一

晶
〆
や ↓
念
馨
一
〆
典
で
↓
、

７

；
一

ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
「
可

１

夜
か
乱

”
傾
敷

ハ
ノ
施
沙
“
〕

Ｉ＃
L串

吃
■ ■

､4 -h

二

W

，

、

、■も１口二

”一
衿
辰
一

j, 』卜 も 卓，

1 L1G画 1 1ﾄ』■
し ●ﾛ ー

歩‘〔 01IId
ｼ金‘

W',:$1 ‘ 1 ‘if‘： 1 ，
IF- _B!

lI寸UL I 、
。

| :L、

’
一
ゐ
’
司
穐

７
、
笥
泓
脚
０

一
一
一

bP
可
■§

擁
星
為
▽
色
琴
へ

一
恥
ｉ
や

く
一ー●

巴
＆くり絞是 群

_二

ヶ



源
禰
一一

且

、
●

い
；

■

M, 1

j!IJ
」 1．1
ヶE

L

R洲鼻

【
田

兄0

心．
1 ‘』，

q『

了
鼻
鵡
叩
鋤
妨
４
処
一
▲
季
、
Ｊ
一
拘
引
‐
、

尋
》
ｗ
典
句
〃
画
へ
，
″
晶
嵯
却
一
、
Ｐ
印
Ⅱ
囚
，
Ｌ
１
、
１
１
、

逗
詞
″
ら
〃
へ
恥
，
ｔ
〃
“
。
ｖ
皆
，
１
｝
■
《
」
ｑ

少

壮
謙
寅
篭
稚
測
心
．
蝉
⑳
、
‐
・
川

等
や
ソ
）
》
《
包
り
ｖ
Ｅ
Ｔ
１
、
型
ｑ
Ｉ
－
－
轡
１
Ｊ

鳥

書
き三

が
、
協
い
１
鍛
脚
岬
帆
鮒
鍔
岬
腓
ｉ
棚
仙
椰
川
い
ぃ
隊
ｗ
鯲
叩
〃
●
，
へ

４
Ｍ
砺
川
咄
鯏
州
側
朏
掘
〃
馴
川
馴
研
雪
一
刎
仙
仙
帆
蝋
竣
ｉ
州
鵡
一

驚
琴
段
賊
祁
鼻
軟
称
蔑
瀞
為
拡
げ

、

１
１
１

』
”
グ
ー
ミ
ご
勺
、
額

永
刊
塾

、
８
ノ
Ｐ
、

ユ ‘
‐
一一

‘逗鼈,＆ －二
と 勺 ･

鐸〔
し

、

リー
ｰ

|'、
、と

》

#l
℃

、皇

塵
叫紳ﾛｹ

1,3群も
11

1」 もの

櫛'
司

叉卜Ⅷ
－

、
〃
・
一
色
」

db－h

.､III沙
・
亀

鍵
と
郷

琴
ｆ
２
‐

』も
γ、 一

「

z､51
一一



の

一
つ
今
１
ふ
哩
令
ご
注
、
ｖ
〃

ｔ
汀
机
塞
帆
ら
凡
糸
〃
か
＆
島
夕
’
４
尋
寸
塞

綱
島
づ
ぃ
妾
凋
弗
舟
◇
＆
一
堂
〆
あ
く
尋
寸
点
句
側

〃
．
」
冬
”
診
皿
砥
い
〉
詞
李
》
園
唾
甜
且
一

々
シ
ご
愛
を
ｖ
ノ
勿
劇
Ⅱ
１
生
庁
争
を
南
晶
泌
あ
わ
母
く
こ

傘
今
ケ

Ｔ

）
枚
Ｙ
｜
ｖ

藷
令

”
蟹
詞
７
吃

渥
ご
く
と
垂
応
Ｆ
号
諺

ｔ

含
ｖ
』

〈
巡
皇
マ
ム
錘
瞳
一
塁
の
人
１
１
等
む
し
へ
毎
年
も
食

急
を
了
～
翻
欠
苓
麺
…
姥
く
り
誉
臘
溌

Ｑ
ｇ
ａ
ｐ
－

写
も
＆
虚
エ
症
堂
透
う
総
六
い
且
へ
、
典
李
、

夕

．
■
ロ
ロ
〃
Ｐ
ｂ

Ｉイ

1

Ｌ
■
■
Ｐ

L

1b

lIn
b



L

一一一 一〆 一

参
一

ユ

夢
辱
４
夢
心
宇

蒋
鯛

お
き
推
参
う

〃
Ｋ
「一

一
一
剤
心
画
凸
、
迩
塁
》
、
》

。
〃
ｇ
画
、
『
ご
Ｉ
ｊ
１
且
夕

ｰ

一

篭

孔
受
一
も

一



一
一一



”
八
ま
ち
，
ｌ
‐

妙
描
塞
一

廊
フ
↓

皇
小
等
《
一

参

４
Ｊ
小
川
久

乏

ノ

Ｌつ
一

ﾀ三

一二

二

３
４

プ
足
煙

池札
1注 ﾄ

凸
■
■
■
９
Ｊ
・
Ｉ
Ｕ
ｆ
ｌ
９
Ｂ
０
口
ｆ
０

モ

ｉ
’
一
永
久

勺
，
↓
、 「

へ

、

I
守
〆
二
蹄
０

『



一一一





b

琴
裂
今
峰
罷
綱
側
醗
い
《
淫
診
ん
１
１
秒
〈
諏
柳
ぐ
》
二
鳳
岬
１
４
土
慨
し

…

蕊
登
り
も

胤
叫
岬

乃
＃
よ
父
副
癖
丞
厘
鰯
作
１

裳
診
息
今

似
、

一

口
し
り
側
８
ｊ
■
面
■
■
■
■
■
■
戸
町
●
９
凸
■
■
ロ
■
■
日
■
『
４
巳
ｕ
▽
も
△
ロ
ロ
■
、
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ロ
■
■
■
■
■
■
▽
０
○
Ｄ
Ｐ
■
■
ロ
山
■
■
■
■
二
■
Ｄ
ａ
Ｄ
Ｂ
０
ｕ
Ｂ
■
０
且
■
■
○
口
■
。
■
ご
〃
且
■
。
■
ロ
■
Ｕ
Ｅ
Ｃ
■
■
ワ
ロ
ロ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
巳
■
２
口
■
■
■
■
■
ワ
▲
■
凸

ｐ
Ｉ
ｏ
ｐ
ｐ
Ｉ
唾
”
Ｋ
ロ
“
ロ
ロ
ロ
畠
！
‐
側
’
０
１
Ｌ
胸
”
畦
向
‐
１
町
”
ｌ
‐
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
１
Ｍ
‐
‐
‐
‐
！
‘
‐
’
、
‐
１
，
１
‐
‐
」
、
ノ
Ｂ
ｒ
』
声
色

▲

』



- 三一－
－



』

ヅ

勤
圭
種

云
室
お
心

jlp,』 ｣一
一
一Ｙ

叩
八
＄

拳
和
鑑
吸
令
恥
萄
患
歩

ー

場
一
一

均 埜
伽
叩
Ｉ
、
／
１
－
』
一
隅
胸
馴
価
叫
一
櫻
諦
州
罪
Ｌ
も
、
”
、
‐
理
〃
い
ゐ
Ｌ
“
▲
参
ル

虹

》
ｊ
ｔ
ｌ
署
ｆ

＃
俄
埴
蝿
Ｊ
１

聯

裏

口

例
４
〉

ど
－F

←－

I

〈
一

沓 一

詞一
エ
マ
く

一

一

Ａ
参
一

一

γ
、
札

I

さ 一
乃
双
３

二d，わ
’
二
七

、

一

つ臭
ご
壬

、〃

&ら

吸
一

笈~~一
一

＆
一

P

、

'、ノ

］
、

一
鵬
蓉
勁
諒

Ｈ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
凸
１
，
９
も
日
・
Ｉ

ー

■

（
か
し
も
『
Ｅ
雨
ソ
／
私

抄ノ塁
う
劃
奮

ぬかぺ
へ
唾

、

2
》
う
ふ
、
ｆ
妙
一

く

I多
疹
琴
垂

珍
島
嘩

一｛
し

-g

一



鰯 ＃；
ゞ違童蕃

っノー
座竺一

一■ 一一 ー



、
－－-一

一一 一一

、

蕊



－ ■■■ 可

､司教●､夢・ｰ 肉

胸’

一ノ

－－訂

－



一－－

’
１
１

…
胃

…
・

一

一
一

心
幾
莨
打
徹
必
》灘



一

‐ 一－－

0

つ
》
ｒ



鱗
一一一一一一L一一1－‐－



ム
ロ

ノ

肇
哀
〈
過
瀦
柵
泌
幽
呼
脹
睡

雀
窪
丞
か
く

”
友
一
釦
、例

芝 ｔ
イ
ー

瀧
二
参
必
今
勢
響
酔
《
聖

、

銘
１
か

合
び
り
ひ
ら
み
寺
と
季
、 公

ひ

１



二二一二 一一



－

－－ －

－
－



一一

■ ー 一 一



一

ー ‐---



‐－ 一－－ ‐一一一ヨ
ーq T－ー~一 ■



蕊
即謬帥喋胸泓侭島魚〃
凄の１

i 基猫
承唇

嶋壹
共

が通

■

■

■

屯

Ｊ

一

口

■

”

■

■

■

ｒ

Ｕ

Ｄ

■

■

■

同

！

■

品

■

。

巳

。

■

■

■

■

■

』

■

■

■

■

■

■

■

■

■

・

■

■

■

■

■

Ｋ

■

■

■

■

・

口

冒

■

■

口

■

■

■

ロ

。

■

ｈ
ケ
命
名
楡
’
《
一
・
／
、
恋
麺
今
、

ゑ
あ
雀
諭
傘
琴
、

－



一－－ 一 一一一－

曹碁
霊

“差

雲
ユ
や

茎進

震薑
濯
乃献

滅入の父

手
零
㈱
八
Ｊ
浄
今
Ａ
Ｉ
〆
か
昼
』
ム
ｆ
４
Ｉ
Ｉ
１
紗
ケ
ゾ
砂
愈
く
卜
浮
や
限
溌
ケ
蕗
評
叔
融
爵
ふ
め
〃
迄
一

終
ゞ
あ
う
一
雄
’
一

蝶
苧
馳
曾
蕊
蝋
の
参
お
是
争
り
ょ
面

識
譲
鱗
、
鯵
へ
。

茨
＃

ぐ
司
り

番
燈
識
蝋
と
耐
Ｖ
，
澱
服
鮎
鰄
〉

礒
為
邸
無
二
や
ｆ
各
篭
榊
ｌ
笥
諏

‐
の
瞬
虐
瞳
鵡
奉
睦
娯
睡
強
瀞
雰
、
ｂ
唾
夢
群
伽
隅
辱
参

宝
１
１イ

一
全
て
我
烈
岬

９
Ｂ
１
８
８
日
１
７

画

砲



。

I■■p'一一一一qﾛI■内
■

■

■



~

－



､

U

■
０
卜
台
ロ
９
合
口
、
“
ロ
ロ
■
で
②
●
■
■

一

一

銚
込
、

全知
蚤敬

く

●

1

ヘ

’
一一

一

I■''''''''''''''''''''''''''''''－－－℃ －－－－ －－‐－一？ _‐ ---.‘上 ‐ ‐－ ．－＝ ﾛ■■.□－



乎
亮
舂
晨
鬘
揖
ず
参
ｆ
奪
餐
。
。
乗
』
鏡

カ
ノ
独
町
鳥
噸
誤
勘
鴎
お
や
ｆ
“
総
寧

晶
碕
型

一

一

杁
墨
殴
弄
蛎
鳥
７
－
『
《
一
鞠
ソ
″
諺
、
黛
仏
Ｔ
９
Ａ
ｖ
“
っ
、

鼠
〉
彪

一
、

革
鰯

１

舎
諄
了
う
ｊ
り
り
〆
稀
処
７
Ａ
１
Ｊ
ぐ
あ
Ａ
ｊ

■
０
０
４
１
１
４
０
１
０
０
日
０
０
。
，
、
雪
３
９
，
９
０
５
の
０
４
■
日
日
Ｄ
８
０
０
ｑ
ｆ
８
Ｂ
７
Ｄ
ｏ
８
Ｅ
ｆ
ｆ
０
二
－
０
．
Ｈ
０
Ｂ
９
延
ば
日
，
。
、
Ｒ

ｙ
Ｅ
ｌ

ノ

迄
か
う
蛎
隣
ふ
え
》
劉
令
蝋
《
鋲
嬉
捲
脚
咽

兆
強
く
い
剣
働
象
勵
薯
灸
↑

永
勝
ｒ
恥
側
臥
↓
域
》
、
１詮

４
－

１
寺
迎
Ｐ
‐
乙

ｰ一一一一一一 一一筐‐- －一一 ・－．．－ － －－ －－ ヨ空



11

ケ

星

－－



I

言夢 ｜
｜ ’
ご

g
タ

乏二
、

ざ

掌

'
え歪’

｜

’

1



－

’
ー－－－

’

ト

。

~ －－－－－‐ ‐-－一 一一一一
ｐ
一







》



1 コ

一

寺
し
も
淵
＃
，
ど
ぷ
も

・
’

三
Ｊ
し
も
の
Ａ
１
一

麓
聯
武
壼
兄
ｚ
Ｊ
弧

、
入
う
り
と
峰

グン づ

！

J

､

ふ
ノ
猫
、

諺
墨
尺ハ

ー
刀

ユ
拘
傷
学
云
｝
｝
》
幻
》
、

全
鑑
墨

’

一

緑
色一一一

斗
鶴
一
冷
典

狭
Ｉ、

ア

遥陶
､､Y

一回

夕

園

婦
~

必
皿
乃

彗
宥 く

か
の
盆

鞭
圭
抄
ｆ
今

ー

、
鼻
逗
画
圃
〃
》

§

（
一一一

一一一 一一



‘■

一． ‐ -.--‐ ‐刊,ﾛ・一． ‐ -.--‐ ‐刊,ﾛ・



1

I

‐ ‐ -一 ・ ・一一一‘‘IdIlI
- －．－－－－－－－‐ ‐ 一一一一ー



』 一
一



一

ー－－－口 -

■

１
１



｜

ー一一一一一一一J



ー

蕊
可





－-－

可



－
－－－－

L

L

－－



一

■■■■■■■■■､~ - - 一一■Ⅱ■- 一-一一



’

繭
・
喰
２
収
め

鑓
洲
少
〃
ア
リ

予
戸
忍

師
，
冠
’
も
寿
玲
￥
唾

■
日
日
▲
■
Ｕ
■
■
ｒ
＆
■
Ａ
Ｄ
Ｄ
込
■
。
。
■
早
■
■
■
■
■
■
■
■
■
？
Ⅱ
ｇ
■
Ｇ
Ｑ
Ｕ
■
■
■
■
■
■
■
ｑ
・
■
■
可
▲
▼
■
口
０
１
■

劇
↓
；

ｰ J1



戸一一

Rbﾛ｢----℃－ －？‐一」 一_－－－－－．.＝』



」







』



一－

ー

’

▲

』L 『

竺．一 一
－一



雲
一
§

１
１
ｎ
門
■
ｇ
■
〃
刷
咽
ｊ
ｐ
ｂ己

一
戸

』
ト

ー

‐

日

‐

凸

■

Ｊ

召

噌

洲

Ｊ

咄

型

園

哩

固

Ｉ

Ｉ

ｄ

》

←

■■＝

■

q'

｡

h

』

口･』
訂

I

可

－

a
！

一

■

ｰ

族 ﾐｰ

ー

■ﾛ

〈
～

一

『

■、

岸

、』
一
五

q■－

一

」
』

．
戸

』
心

凸一、 L

、
亀Ⅱ■

． 1 竃詮･国■･ ‐
a 口、

~C

c

Q L 一 ℃
ロ

ー－

I
、 ←

q、 ■

ナ
“

迫ー

■

悪

や

■■■

聖｡ ｡■ ‐ワ 、
■a ●巳

●
合 ●

』



△
毎
画
■
■
一
■
亭
里
■
『
座
■
口
西
口
ａ
■
存
■
■
■
■
＆
や
卓
■
■
画
‐
。
一
回
■
■
■
■
■
■
『
”
皿
■
ｎ
Ｆ
二
■
■
■
■
■
ロ
ロ
且
■
■
■
■
■
■
■
■
■
”
■
■
■
■
■
■
ロ
■
■
■
ロ
ロ
■
■
日
日
０
１
，
，
１
画
■
凸
星
■
■
■
■
■
■
■
■
■
因
■
守
Ｂ
△
■
一
■
ワ
目
■
■
■
皿
■
■
■
■
■
■
Ｐ
●
■
■
ロ
雲
ｅ
皇



一 一



’

|：|：

L



‐

。

L

"‐崖『…‐－－‐－－ゞ 一＝ －｣-
L



、 h

一一 一可

一＝－一 巳 一＝一

▲

1

'

●

h

I

ダ

ゆ

『

一

の

患

へ

0

ﾛ

。q

〃

ヨ

ノ

ー

ソ ｰ

●

『 ．

．』【

ノ
し

0

〃 。
｡ ■

0 ，

$．
B

,伸 ‘ナ g‘

夕

ﾛ．PDp
I

４
▽
●

〃
７●

ｒ
‐
ク

． 、

タ

DJ

'ﾉ錘'"
●

J f

タ

再 』
タ

9 6
ル▼

■

。 ザ
w』〃

6，
L創

縦

’

I

●』

1 ■0

I



一

陰＝‐ ‐ 三

夕



□

込
日
ニ
タ
』

卜

←

例



、

』



－
－ －

。

’

皇.ノ

も；
魑曹

望一

一

も
鶏
ず
一
号
戒

肌
の
険

て
｡

ー

→

鞄,陥

苛茎

7，1．，◇芋

や
急
晶

塁
告
夛！

■

■

■

ロ

凸
凸
ｒ
Ｉ
ｌ
ｌ
‐
■
■
・
８
９
タ

■

を
曜
人

Ｉ
Ｊ
Ｏ
■
■
■
■
■
Ｅ
Ｔ
Ｉ
■
■
凸
■
■
■
■
６
口

担
い
醒
痢
必
皿
啄
隆
イ
ー
、
，
坊
、
ソ
Ｊ
１
‐

蜜
豆

F



一－一一

義
タ
グ
卿
暮

い
ち
１ 垂

に 小
凸一一

０
グ
ａ
■
■
■
Ｕ
Ｑ 園＝一

毒
、
糸
亨
●
雀

白

一
わ
妻
群
の
誓
小

凸
．
Ⅱ
Ⅲ

黄
訓

場
グ
〃
ノ
砿
手
御

鋪
雪
這

こ
壷
卸
酔

墓逗
券
筍

夕

童
ヴ

；て
ヘ

１
蛾久 ､

扉
傷
姦

ふ
軍

零震
一
一
や玄

平

も
の

桑 種鼻ア
一

”今ー
一h～~



三

一

便 0

一

総
為

一



、



二 一 － 両

一一一■

１
１

１
１

弱羅
｡一

＆

一
堂
一

忽
Ｉ

エ”

ｙ
ｖ
７
も
塾
■
塾

一
勺
；
や



墓
ひ
紫
篭
上
竃
挙
琳
稲
を
耆
伽
霧
垂
珊

を
Ｉ
譲
篭
蕊
異
ｊ
ｌ
ｆ
幾
両
て
め
小
野
１
１
盗
聴
急
す
』

■
■
二
唇
邑
■
一
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ご
■
■
ニ
ロ
マ
二
二
一
■
■
届
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ロ
ロ
■
■
ロ
ロ
■
■
。
■
■
ロ
▲
■
Ⅱ
一
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
１
１
１
１
口
ｌ
Ⅱ
■
■
■
ｐ
Ｉ
Ｉ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ｆ
ｂ
８
ｒ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ｆ
Ｉ
Ｉ

多

藤
汐
午
》
予

鞭
吟
ｊ
が

皇
乎

舞
一

秘
ソ
ザ
リ

《
仏

参

筆
叢
手
予
尭
零
〉

一
雄
災
謨
》

Ｙ
４
ｄ
紫
小
刈
り

漁
一
ラ
癖
‐
‐
，
《
私
奮
錘
》
恥
今
砲
却
０
Ｊ

〉
も
緬
逢
．
笹
雀
や
“
〃
や
く
〃

釦
尚
ざ
り
Ｉ
一
・

、す ■

一

○
謹

I

恥嫡 子
I臓縦

、

九

I
則適例．

：
●

金鎚芝

警聡妻ら
･

毒撹
を

ち

く‘ゆ I委芝匙

ー

希、

〃
人
ク
ハ
恐
鷺
牌
金
脈
；
展
と

了



百

ー

一

一
Ｖ
７
ん
恥
ｆ
く
，
紳
洲
〃
の
と
泥
？
；
に
、
１
入
伽
粥
拶
Ｍ
Ｖ
Ｖ

壷
Ｉ
ｌ
ｋ
の
獅
噛
又
Ｉ
且
噸
糾
〃
～
の
＃
，
い
Ｉ
！

．
ｆ



－－一

I q心

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ
ｌ
ｌ
ｌ

＃
人
以
燕
僻
脚
肌
似
媛
割
～
人
壁
嫌

醜入
ふ
り
静

ち
ｉ
小
心
〃

、
、
ｊ
〃
や
■

”

i
の
劇
を

詫
牛
人
“
父
彼

造
り
人
典
潤

，
，
人
災
吋

肌
乳
人
災
轆

典
心
人
災
脚

４
§
よ
助
侮罫

舟
止
莎
巽
３
塁
全

へ
蝿
わ
寡
験
亨
象
《

へ
樟
ヤ
ｉ
為
鳶
ゑ
み
へ
へ

夫
ヤ
ホ
γ
零
攪
戦
乱
蝿
輸
雀

参
万
＃
へ
墓

苧

３
２
久
典
裸

Ｉ
人
災
肺

脅
入
擬
継

狗
泌
人
災
誇

沙
吻
久
俊
燃

，
卿
人
災

｝ ↓
‐
ｉ
ふ
塾
わ
説

『

峰
卑
辛
唖
記
圃
，
．
○
肥
哩
凸
■
。
１
１
１
１
、

鳳
心
１
＃
１
～
心 今加



』



－



－＝ - .





ｊ
ｊ

一





＝



－－二一

ｌ
ｊ
ｌ
ｌ
Ｉｈ

Ｊ
Ｐ

今
ク
勺
焔
う
ち
…
わ
↓
箙

《
フ
レ
マ
宗
珂

辻
堂
ら
白
購
砿
Ｉ
薄
あ
ん

登
り
勺
焔
う
ち
…
わ
↓
膨
峻
捌

梛
緒
安
職
浄
も

ー－

’

射
影
７
１
，
言
＆亀

・0





一

到
司、

一

令
銀

７
例
》
釦

》

②

ｑ
■
■
■
８
咽
日
Ｄ
Ｏ
０
ｒ
Ｄ
５
ａ
０
０
０

銀
＝

孵
瀞
う
〃
、

夫
力
拭

腿

華

ヨ
Ｐ
上
狗
づ
く
１
．

Ｗ
叩
何
程
１
伽
り
今
Ｉ
愛
ぷ
い
入
Ｌ
叩
〃

署
を
酔
諏
Ｉ

②
憲
一
、
易
１

之

拘

■
９
１
０
ｒ
ｒ
ｖ
ｇ
３
■
４
１

０
巳
ｆ
ｏ
ｅ
６
■
・
ｂ
Ｆ
０
ｐ
Ｈ
Ｉ
８
ｌ
ｉ
ｌ

ず、

畳
域
少
て
万

牝
一
一

く
１

0

之
島
ｆ
ｌ

和
琴
一
ワ
』

・
坐
蚕
ヤ
、
ハ

心

y，
3，J，

ワ

’唾

救丘
巾管1 |｜

|
軋￥

汀、守



一

〃

、
畝

添

Iご
乗
Ｗ
６
１
ｊ

と
０
９
出
▼
、
０

P且＝

セ 、

ｰ

i l〆、

む
き啄寸

#･イ之
口

》、､

洲
柵
Ｉ
ノ
ー

州
凧
ン
閲
仏
一
・
“ 、

ウ
禿

‘ 1，
、、

へ

震
で

；懇
を
ｌ

糺

唾
－
１
１
１
傘
か
八

Ｙ
ｈ
総
司
が

･よア

ム
ハ

《
オ
ノ

”

y、

I 妙 俄、

上
承
八

I 、
一
一
一

lへ1 ､、

,&、
γ

象 、 ー

グ
封
ｌ
社

少、》'為

"
。
今
少

主
民斗城 L イ 、



ヨ
ニ

一

一 一＝一一一一二一.■■一
‘ ・■ﾛ■■■■■■■■■■■ ー酉 一 一 一一

一 一＝一一一一二一.■■一
‘ ・■ﾛ■■■■■■■■■■■ ー酉 一 一 一一

乎
弗
乎
弗

添
維
と
例
１
１
点

添
維
と
例
１
１
点



一
剰
込
虻

陣

;＆琴
’

露着歯警 碍

;
辱

紘

繕

一一一一扇

一
同
側
掴
叫
星
虹

一
、

一

ｂ
Ｏ
ｑ
６
１
り
１
回
０
日
■
■
ａ
■
■
Ｕ
６

Ｏ
ｉ

鴎
ら
客
也
》
号
ヤ
リ
詞
あ
き
舗
注
仰
息
入
５
わ
痢
一

客
な
う
馳
誠
丈
請
蓄
乃
今
～
乳
Ｆ
い
て
ハ
蕊
蝋
や
錫
上

と
ｉ
ハ
い
り
ｈ
Ｖ
ｔ
虚
押
ヤ
ｆ
な
４
迄
牙
哩
↓

垣
亀
歌
唾
翻
釦
即
凸
謬

今
‐
う
て
乾
坤
姑
ｔ
ず
り
飼
寂

I

；蝋
I

之
１
１
み
Ｊ
ｔ
と

紙

』
啓再

、
寺ー

■



へ
仏
Ｗ
Ｅ
罐
小
脇
凧
笹
与
艮
田
副
別

，

〃

ｆ
ｊ

曾
胤
、
毛

縫
倣
委

賊
イ
毎
傘象
地
遷

Ｉ

雄
蕊
加
胎

霞

亀

１

》
啼
崖
馨
毘
底
冊
、
Ｊ
１
Ｉ

垈
「



Ｌ
「

一一
「

一



際

＃'ら

ロ

を
鱒

疋
嚇
余

を鍬
Ｐ

乳
贈
駕
《

豊
芯
か

底慾
.kア

ハ△

之
句
腰

頚
を一

侭
璋
盆
を

楚．

文

計

廷 1

御

工
歩

１
争
鋤

P

一一

一
』
Ｉ △ ‐ ・ 一~■



1

膳

ﾛ■一

－－－－－－ … -－－一一



二
←

－

INh

季 0
飢
郷
も
零
一

彰
坐
蕃
鯛
藤
勿
全
よ

二
一
季
、
“
姪
剛

易
、
ｆ
魁
ｖ
ｆ

争
渉
我
乃

守
働
ザ
リ １

１
１

寺
～
了
い
９
心
暴
動

竜
Ｌ
計
』
側

ハ
勧
笂
ｊ
八
”
，

筵
逵



づ

－－

■

9

－－~ 一
〆へ



ヨ

ーマー

、

やL
ー

一一



口

０
″
″
凸
、
■
同
１

声

声
戸

声

FK'Z-迄
’

■I

』

上
戸
・
可

■
４
ｑ
〔
‐
山
‐
」
「
■
』
１
１

１
鐸
１
叩
‐

１

０
ｊ
も

11

I 乞
P

由

Rn
J

‘
＄
兆
一

P

.■-.‐ア

ダ殉口上

F
七

ノア

』1 ’

－

』

■ I



一

－ ｡

■
ロ

ひ

皿
■
■
ロ
コ
コ
四
口
町
叩
印
０
０
伽
旭
脾
！

０
口
■

～

ｌ

・

■

■

■

■

■

日

日

叩

叩

ｌ

Ｄ

Ｕ

ｒ

Ｌ

■

■

■

■

Ⅱ

１

日

[

（

P
■

］

＝

I


